
☆コミュニティ・スクールについて☆
浜松市では令和２年度よりコミュニティ・スクール推進事業を段階的に進め、
雄踏小学校では、モデル推進校としての２年間を含め、本年度で９年目となります。

コミュニティ・スクールは３つの柱で協議します
①学校運営の基本方針に関すること
②学校運営への必要な支援
③児童の健全育成

雄踏小学校コミュニティ・スクール 令和８年
６月号

５月19日（火）に、本年度、最初の協議会が開催されました。

本年度は９名の協議会委員で運営してまいります。会長は楠野正人さん、副会長は鈴木隆之さん

に決まりました。また、新しく鈴木隆之さん、渥美徳之さん、鈴木光一さん、澤井由紀子さん、

鈴木謙吾さんに委員を務めていただきます。

☆ボランティア活動の取組について☆
～事前の打合せを大切して、ボランティアさんと教員との連携を図り、子供たちのために活動していきます～

◎新たに１年生の給食指導の配膳補助に民生委員、放課後児童会支援員の方に協力をいただいた。

◎一年生の下校指導に４日間で、延べ８３名の民生委員の方に協力していただいた。
初日から雨の中の下校となったが全員が安全に下校できた。

◎ゆうさく教室は例年、対象児童だけでなく保護者や教員に大好評なので今年度も実施する。
◎ゆうさく花ボランティアは花壇の整備に延べ６５名が参加してくれ、休日もお世話をしてくれている。

◎書写ボランティアの清水佳苗さんが新しく入学式の看板を作成してくれた。
◎家庭科の調理補助、書写支援、図書の修繕に協力してくださっている。
◎おはなしタイムでは月１回程度のミーティングも実施してくれている。

～第１回 ゆうさく協議会で話し合われた内容の一部を紹介します～

☆校長先生の想い☆
◎グランドデザインにのっとり「チーム雄踏」でより良い学校づくりに励んでいく。
特に「かがやく」に着目し自分で決め、それをやり続けることのできる子を目指したい。

◎３つのやりがい＝地域の方の「生きがい」、児童の「学びがい」、教職員の「働きがい」を大切にしたい。
◎「にこにこ・わくわく・もりもり」の合言葉は浸透している。今後は、子供たちが内容をより深く理解でき
るように努めたい。

☆熟議☆
◎社会の担い手から創り手になれるよう「生きる力」を身に付けてほしい。
◎夢育やらまいか事業の内容に「あいさつ運動」「見守り運動」「登下校の支援」を加えてほしい。
地域の多くの方々が雄踏小に関わってくれることに感謝する。



　　　 　　　４～６月の地域ボランティアの支援の一部を紹介します

☆ゆうさく花ボランティア

☆１年生給食指導の配膳補助
民生委員・放課後児童会支援員 ３日間 計４１名

・普段見られない姿を見ることができてうれしかった
・自分たちでできるようになるための補助をしてくれた

令和８年度 ゆうさくコミュニティ・スクール構想図

☆１年生の下校指導の補助
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☆入学式の立看板

☆2年生「ぐんぐんそだてわたしの野菜」
楠野正人さんと山田敏さん

・野菜のことを調べてピカピカの野菜に育てます

・水やりをしてもっと大きくします

☆おはなしタイム ミーティング

☆家庭科ボランティア

事前にボランティアさん
への説明会を実施
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